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<はしがき>
本報告書は､平成1 4年4月より平成1 9年3月までの5年間にわたって科学
研究費補助金基盤研究(S)によっておこなった､ 『応力誘起変態制御によるインバ
ー合金の開発と工業材料-の展開』に関する研究内容及びその成果に関するも
のであるD
◆研究組織
研究代表者:石田　清仁(東北大学･大学院工学研究科･教授)
研究分担者･貝沼　亮介(東北大学･多元物質科学研究所･教授)
研究分担者･大沼　郁雄(東北大学･大学院工学研究科･准教授)
研究分担者:山内　　酒(東北大学･先進医工学研究機構･教授)
◆　交付決定額(配分額)
(金額単位:円)
直接経費 亊I?ﾆ??合計 
平成14年度 ?津C?ﾃ??0 ?津C?ﾃ??
平成15年度 ?RﾃC?ﾃ??0 ?RﾃC?ﾃ??
平成16年度 ?bﾃ????4,830,000 ??????
平成17年度 ?Bﾃs?ﾃ??4,410,000 ?津????
平成18年度 湯ﾃ????2,700,000 免ﾂﾃs?ﾃ??
総計 塔Bﾃc?ﾃ??ll,940,000 涛bﾃSC???
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◆研究成果
添付資料1-2 1に示した｡
◆研究成果による工業所有権の出願･取得状況
･名　称:発熱体用支持部材およびこの支持部材を用いたサーマルインク
ジェットプリンタ
発明者:菊池正美､石田清仁､貝沼亮介
権利者.株式会社ブリヂストン､石田清仁
工業所有権の種類､番号:特許､特願2003-173615
出願年月日.平成15年6月18日
･名　称:制振材料と制振材料と制振性に優れたばね及びそれらの
製造方法
発明者:鈴木秀和､岡本貴幸､脇田将見､石田清仁､貝沼亮介､
須藤祐司､大森俊洋
権利者:中央発憤株式会社､石田清仁
工業所有権の種類､番号:特許､特願2002-168627
出願年月日･平成14年6月10日
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